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前翅を開くときには後胸のパッチを引き離すこと
によって前翅の固定が解除され，前翅は翅基部の
筋肉の力によって引き上げられる（図 11）．
前翅内面やや後方，やや外側には，周囲より濃
色で光沢の弱い，輪郭は不鮮明だがほぼ楕円形の
パッチが認められることがある．この部分では長
さ約 10μの小棘がきわめて規則的に生じている．
周囲の淡色部にも矢じり状の小棘が疎らに生じて
いるが，濃色部の方が明らかに小棘が大型で幅広
い．前翅を閉じたとき，この濃色部は，折りたた
んだ後翅の先端になる屈曲点のやや基部に接し，
その部分には微小な多数の顆粒が規則的に配列し
たパッチが生じている．この前翅内面濃色部の機
能は，翅を閉じたときにそのすぐ下に接する後翅
が，前翅直下の空間の中で無駄に動かないための
「すべり止め」であると考えられる．
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でもある，東北大学の下村政嗣教授にも，心から
感謝の意を表したい．さらにカブトムシの翅基部
の構造について多くの示唆をいただいた，昆虫翅
基部構造研究の第一人者である北海道大学農学部
昆虫体系学教室の吉澤和徳博士に篤く感謝申し上
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